
長島フォーラム21 （表面よりつづく）

には「官民挙げて積極果敢な国内投資
を行い、企業部門を貯蓄超過から投資
超過へとシフトさせる」と明記されて
います。
しかし、本来マイナスであるべき企
業の貯蓄率は現在もプラス（つまり、
投資が鈍い状況）が続いており、グロー
バルな景気減速懸念の高まりでむしろ
足元の企業貯蓄率は高まっています。

日銀の金融政策は、
政府の財政政策と整合性を！

現状を踏まえると、日銀の先の利上
げ判断は拙速であると言わざるを得ず、
デフレから完全に脱却するまでは金融
緩和政策を続けることを強く求めます。
加えて、政府には、企業貯蓄率がマ
イナスになる（企業の投資意欲が旺盛
になる）まで、必要な財政出動を躊躇
しないこと明確にし、早期に大型の補
正予算を編成することを求めたいと思
います。

なお、補正予算の中身は、物価高に
翻弄される家計の支援および資材価格
の高騰や人手不足に喘ぐ中小小規模事
業者への支援をはじめ、『骨太の方針
2024』で例示された社会課題の解決（脱
炭素、経済安全保障、ヘルスケア等の
生活の質向上、人口減少・高齢化対策等）
に重点を置くべきであることは言うま
でもありません。

日銀法を改正し、
日銀を “国際標準の中央銀行” に！

最後に、日銀法の改正を提案したいと

思います。今回の拙速な利上げをめぐ
る日銀の朝令暮改（7/31 日銀総裁の強
硬姿勢と 8/2 に副総裁が軌道修正）は、
自らの “独り相撲” で却って金融市場
を混乱させ、日本経済の先行きを不透
明なものにしてしまいました。

そこで、私は、日銀の機能として、
現行の「物価の安定と信用秩序の維持」
とともに、他の先進国の中央銀行と同
じような「経済の持続的な成長の実現
（雇用の拡大）」を加えることを求めた
いと考えます。

すべては「未来に誇れる日本」
のために

いずれにしても、ようやく GDP も
600 兆円を超え国内投資も 100 兆円を
超えた日本経済の成長軌道をさらに力
強いものとするため、日銀の金融政策
と政府の財政政策を整合性あるものと
していくために、9 月の総裁選挙、さ
らには 10 月にも予想される衆院解散
総選挙に向けて、外交・安全保障やこ
どもの未来保障に加えて経済政策にも
真摯に取り組んでまいります。
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